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１要約 

 和菓子バルイベントについては、イベントの企画段階から参画し、学生の企画による蓮台越し体験、 

クイズラリーを実施することにより、イベントの新たな可能性を探り実践した。また、イベントの開催

前に島田市内の和菓子店を訪問して、和菓子の販売方法やPR方法について検討し、イベントで実践した。 

 川越遺跡のPR方法については、世界文化遺産韮山反射炉や国指定史跡江川邸などを活かして観光PRで

成功している伊豆の国市の先進事例を調査し、単体の歴史資源のPRだけではなく、地域の人的資源、歴

史資源、物産等の資源のコラボレーションによる地域ブランドの形成が重要であることがわかった。 

このため、島田市緑茶化計画を進める島田市においては、川越遺跡と和菓子だけでなく、お茶も加え 

たコラボレーションによる地域ブランドの形成が必要であると考え、島田市内の御茶関係の観光、体験

施設を調査し、川越遺跡と和菓子店とお茶の体験・観光施設をめぐる周遊観光のアピールが有効である

との結論に達した。当面の取組としては、和菓子バルイベントを和菓子だけでなくお茶も加えたイベン

トとして企画すること、さらに、恒常的な取り組みに向けて、島田市内の歴史資源とお茶関係の体験施

設、和菓子店を巡るクイズラリーなどを企画・運営するための地域の体制づくりを提案した。 

 

２研究の目的 

 本研究は、「和菓子バル」イベントを通じた大井川川越遺跡のＰＲ手法を検討し、川越遺跡を観光

資源として活用していくための方策を提言することを目的として研究を行った。 

 

３研究の内容 

(1)和菓子バルイベントにおける学生企画のイベントの実施 

 令和５年11月月3日に島田市が主催して開催された「和菓子バル」イベントについては、イベント

の企画段階から参画し、学生の企画による蓮台越し体験、クイズラリーを実施することにより、イベ

ントの新たな可能性を探り実践した。また、イベントの開催前に島田市内の和菓子店を訪問して、和

菓子の販売方法やPR方法について検討し、イベントで実践した。 

①学生による蓮台越し体験の企画・実施 

  川越遺跡の歴史的な意味をイベントの来場者にPRするため、学生が島田市博物館とともに蓮台越

し体験を企画し、イベント当日に実施した。 

 ②クイズラリーの実施 

  来客が島田市博物館や川越遺跡を回遊するようにするため、学生がクイズラリーを島田市に提案

し実施した。学生が川越遺跡に関するクイズの問題と答えを作成し、会場の各地にクイズポイント



を設置し、クイズに答えた人は、大学の備品のガチャガチャ機を使って抽選ができる仕組みにした。

景品は和菓子店等が提供する割引券等を配布した。 

 ③島田市が行うアンケートの実施 

  クイズラリー合わせて島田市が行うアンケート調査も実施した。アンケートに回答いただくため

に、クイズラリーとは別に景品の抽選を行った。 

 ④SNSを活用した和菓子バルイベントのＰＲ 

  和菓子バルイベントへの集客を図るため、学生が和菓子バルイベントのアカウントを使って、SNS

を活用して情報発信を行った。 

 ⑤会場案内、和菓子の委託販売の実践 

   イベントの開催前に島田市内の和菓子店を訪問して、和菓子の販売方法やPR方法について検討し

た。イベント当日は、学生が着物を着て、会場の設営、会場の受付案内所での会場の案内を行うと

ともに、和菓子の委託販売を実践した。 

 

[和菓子バルイベントで着物を着て活動した学生] 

 

  和菓子バルイベントで活動した学生         学生企画の蓮台越し体験 

 

(2)川越遺跡を観光資源としてPRするための方策の検討  

川越遺跡を観光資源としてPRする方策について検討するため、川越遺跡の現地調査及び和菓子店等

のヒアリングを行うとともに、世界文化遺産韮山反射炉や国指定史跡江川邸などを活かして観光PRで

成功している伊豆の国市の先進事例を調査した。さらに、島田市内の御茶関係の観光、体験施設を調

査し、他の地域の事例を参考にしながら検討を行った。 

①島田市博物館の職員の方々のヒアリングと意見交換 

 11月3日の和菓子バルイベントの開催までに学生と教員が班に分かれて川越遺跡を訪問し、島田市

博物館の職員の方々のヒアリングを行うとともに、意見交換を行った。 

②大井川川越遺跡の調査 

 11月3日の和菓子バルイベントの開催までに学生が班に分かれて、川越遺跡に残る川会所、番屋な

どの建築物や展示の内容の調査を行った。また、建物を利用している織物体験の経営者や着物レンタ

ルの職員の方のヒアリング調査を行った。 

③島田市内の和菓子店の訪問調査 

 和菓子バルイベントに参加する和菓子店のうち、市街地にある店舗を訪問し、和菓子の調査を行っ

た。 

 



④伊豆の国市の先進事例の調査(12月3日) 

 島田市の国指定の川越遺跡を観光資源として活用してPRする方策を検討するため、伊豆の国市

において世界文化遺産登録された「韮山反射炉」や国指定重要文化財の「江川邸」、大河ドラマ

関連の「願成就院」を調査した。伊豆の国市観光協会の稲村会長に講演をいただくとともに、ボ

ランテイアガイドの方々から、３つの施設で丁寧な説明をいただいた。講演や説明を受けながら

現地を調査した。 

 

 

  観光ボラン手ィアガイドの方の説明         伊豆の国市観光協会長の講演 

 

⑤島田市内のお茶の体験型観光施設の調査(2月5日) 

 伊豆の国市の先進事例を調査し、単体の歴史資源のPRだけではなく、地域の資源のコラボレーショ

ンが重要であることがわかった。このため、島田市緑茶化計画を進める島田市においては、川越遺跡

と和菓子だけでなく、お茶も加えたコラボレーションによる地域ブランドの形成が必要であると考え、

島田市のkadode ooigawa直営のお茶関係の体験型観光施設である「茶寮・お茶漬け」において、施設

を貸し切って地元のお茶と島田市内の和菓子、お茶漬け等の観光客向けの軽食メニューについて職員

から説明を受けながら体験を行った。さらに、お茶関係の博物館であるふじのくに茶の都ミュージア

ムおいてお茶に関する調査を行うとともに、外国人観光客が過半数を占める御茶室において職員の説

明を受けながら体験型観光の調査を行った。 

 

 
 kadode ooigawaのお茶の体験観光の調査      ふじのくに茶の都ミュージアムの調査 

 



４研究の成果 

(1)当初の計画 

本研究は、「和菓子バル」イベントを通じた、大井川川越遺跡のＰＲ手法の提案を目的として

いる。このため、計画では、川越遺跡及び島田市内の現地調査、ヒアリングを行い、実際に和菓

子バルイベントで学生がイベントを企画・実践するとともに、先進事例を調査し、イベントの新た

な取組みの可能性やＰＲ手法の改善策を検討し提案する計画であった。 

 

(2)実際の内容（Ａは予定どおり、Ｂは一部修正、Ｃは中止など）とその理由 

  Ａ 計画した内容を予定どおり実施した。 

 

(3)実績・成果と課題 

  学生の企画による蓮台越し体験、クイズラリーを実施することにより、イベントの新たな可能性を

探り実践した。また、イベントの開催前に島田市内の和菓子店を訪問して、和菓子の販売方法やPR方

法について検討し、現地での販売の際のPRや説明版の作成、クイズラリーの内容に反映するなど、イ

ベントで実践した。 

 伊豆の国市の調査において、歴史資源を生かして観光誘客に成功するためには、現地で価値を

知らせる人材と、江川太郎左衛門、北条氏、運慶といった歴史上の人物の活用、パン祖のパンと

いった物産をコラボレーションしたブランドづくりが成功の秘訣であることがわかった。 

 このため、島田市緑茶化計画を進める島田市のkadode ooigawa及びふじのくに茶の都ミュージアム

における体験型観光の状況を調査し、川越遺跡と和菓子だけでなく、お茶も加えたコラボレーション

による地域ブランドの形成が可能であるとの結論に達した。 

 島田市には、宿場町や大井川川越遺跡などの歴史資源、お茶関係の体験型観光施設、和菓子店の集

積といった地域資源が豊富にあるが、これらの地域資源のコラボレーションが課題である。 

   

(4)今後の改善点や対策 

  和菓子バルイベントは、和菓子と川越遺跡のコラボレーションがされているが、島田市緑茶化計

画という地域ブランドを生かしていくため、お茶も加えたイベントとしていくことが考えられる。 

  

５地域への提言 

和菓子バルイベントにおいて、お茶と和菓子、歴史資源のコラボレーションを社会実験として実践

すること、及び恒常的な取り組みに向けて、島田市内の歴史資源とお茶関係の体験施設、和菓子店を

巡るクイズラリーなどを企画・運営するための地域の体制づくりが必要である。 

 

６地域からの評価 

 和菓子バルイベントにおいて学生が企画した蓮台越し体験、クイズラリーは、来場者に好評であっ

た。また、和菓子の販売においても、来場者に大変、喜んでいただいた。本研究を進めるに当たり、

島田市博物館の職員の方々、川越遺跡の周辺の方々、和菓子店の方々、お茶関係の体験型観光施設の

方々とお話する中で、地域の資源のコラボレーションの必要性の認識を共有することができた。 


